
① ②

（有）南西サービス （鹿児島県天城町）

①KSASの運用によるさとうきび農作業受託 および 作業実施の効率化
②ドローンの導入と運用による自営農場の防除作業の効率化

導入技術

①ＫＳＡＳシステムの活用で、農作業受託部門の収支10％ＵＰとトラクター受託の売上50％ＵＰ
②ドローンの運用と農業機械の効率的な稼働で自営農場の単収を島内平均単収より5％以上ＵＰ

目　　標
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○KSASのリモートセンシング機能とセンシングドローンを活用し島内全ほ場の「ほ場カルテ」を完備して情報をリモートで確認で
きる体制を構築したいと考えている。これを基盤として農作業受委託調整システムを全島・全作物への拡張を目指す。

○自営農場はさらに詳細な情報を取得するために生育マップを作成する。これを「ほ場カルテ」と併用し、作業者の安全性と作業
効率の改善及び単収増加を図る。

○ドローン薬散は登録農薬等の拡充を待ちつつ他作物への散布を含めた周年稼働体制確立による事業化を図る。

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●再委託を含む受託作業売上は導入前に比べ、　　　　　　　
1年目で43.9％、2年目で82.6％増加

●導入前の自営農場単収は島の単収とほぼ同じだったが、　　
2年目には9％多くなった。

実証成果

クボタスマートアグリシステムを活用した農作業と管理の効率化
並びに ドローンを活用した管理作業の効率化の実証

実証課題名

1,040ha（自営農場 40ha、さとうきび農作業受託1,000ha）
うち 実証面積1,012ha（自営農場12ha）

経 営 概 要

〇KSASに徳之島のさとうきびほ場の95％を登録したことで作業受託したほ場をシステムの画面上で捉え効率の良い作業指示を
作業者のスマホに伝達できるようになった。合わせて現場案内と作業進捗確認の労力が軽減されたこと、適期作業が可能に
なったこと等により受託売上が増加した。

〇ドローン薬散が慣行（動噴）と同等の効果を短時間作業で得られることが明らかになり、自営農場の防除作業労力の低減が実
証できた。収支を試算するとともにドローン薬散事業化に向けた課題を示した。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 有限会社　南西サービス　e-mail：f_matubayasi@nanseitg.co.jp

★

●農作業受委託調整センターが設立され、　　　　　　　　　
本事業のKSASデータがその基盤を担っている。

●ドローン薬散後は害虫頭数が減少、慣行（動噴）と同程度の効果
●作業時間は動噴の16.3％。適期に集中的な散布が可能
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受委詫調整センター設立

業務
委託
業務
委託
業務
委託 連携連携連携

令和2年6月設立

●徳之島さとうきび生産対策本部の下に
　調整センターを設置。
●調整業務は（有）南西サービス。
●公共と民間の連携による機動性のある仕組み。

作業料金の回収等の事務が必要なくなり、
受託作業だけに集中できる。

①
作業申込
料金支払

②作業指示

③完了報告

④
料金支払
（月末締め）

※ドローン2名、動噴3名の延べ作業時間

▲3D深度カメラ

◀ピーマンを上方から撮影
　草高、葉面積を計測① ② ③

JAそおピーマン部会 （鹿児島県志布志市）

①統合環境制御機器（ハウス内環境制御）　②出荷予測アルゴリズム
③3D深度カメラ　④情報統合基盤　　　　　　　　　　　　　　　　

導入技術

ピーマン単収の5～20％アップ、2週間出荷予測の精度向上（現状73%を80％にアップ）目　　標
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○統合環境制御の導入を容易にするため、統合環境制御ガイドラインを作成する。
○統合環境制御目標決定のため、生育調査結果と農家の達観による生育判断のすり合わせを行う。
○2週間予測は目標を達成したが、継続的な改善を行う。
○統合環境制御機器新規導入農家の登録作業など新規参画者向けサービス作業の維持

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●２週間予測の精度が向上（73％→84％） ●多様な情報を分析し経営改善に役立てる

●ハウス内を光合成活動に適した環境に保つことで単収が
慣行区の49％増加

●追肥・かん水・中二重操作時間が慣行区の43%に省力化

実証成果

○ハウスの統合環境制御により、実証区平均単収が慣行区より28%増加
○日々発生する追肥・かん水・中二重操作の労働時間削減が顕著であり、目標の70h/10aを上回る116h/10aの労
働時間を削減。削減時間を活用し実証農家2軒がハウス面積拡大。

○出荷量の2週間前予測の精度が改良前より向上（73%→84％:2021年12月末現在）
○情報統合基盤により多様な情報を分析し、経営改善に貢献

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 鹿児島大学農学部 （e-mail：kanda＠agri.kagoshima-u.ac.jp）

センシング技術に基づく統合環境制御の高度化によるピーマン栽培体系の実証実証課題名

1.77ha（ピーマン1.77ha） うち実証面積：ピーマン1.77ha経 営 概 要 ★

区分毎の単収（実証農家６名の平均）

実証区
（総合環境制御導入）

区分 説明

慣行区

実証区
（総合環境制御+ミスト導入）
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慣行区との比較
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